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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

 によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ζ鈴木雪夫、竹内清、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（＊推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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   統計委員会一事務局表ヒすよる

三施 そ札ではお・願いします。

 最初は、先生にち・渡しし仁メモ（最初にあ1）まてよう

に、先生バ統計委員会関係で記録に虫てくるのは、昭和
21年12月2◎㌔日付の乗売言ブ’委員会準備金卜、大内、並療、野

田、川島なビの諸先生と一緒にぢ名前べ出てくるわけで
すね。それ．で、ナよせ、統計香貢／会＞準備会に先生が列つ張・ノ

公まれ†このカ・ということを、まず景初に伺い†二い。

美濃部 ぼくは、準備会の記憶はほとんどないのですバ
ね。

奥野李備会は一度しカ・ヤブてないんですよ。

三楯 日付によればP同20日に準備’会があって、 ！週一間

後の28日にすでに本番員会バ間かれているんですね。て“

毛、準備公があっ†ここヒは確かのようです。

美濃邦 準備会というのは、ぼくがいすよいでヤブ仁んじ
ゃフー諱f ｢のかナよ、忠席ヲしないで“。’

奥野それはあl／得るかもしれよせん。

美濃奔ぼくはと“う毛記億が雄かげぺよいけμ6。

三猪当然先生は、穴内先生がらお声ががが。す・に速い
ないと．啓いますけ牝ビも。

美濃却そ札はいつ†～ったか全くは、ハはしないので’

すが、．昭和21年の春から夏にかけてゼと思うけ牝とも、

先生からころこうこういうわけで、戦後の税計を本当の

純計にするという誘バあり、それ一に統計委員会というの

が行政委ゑ会という形ででざて、その事務局長になって
はしいという話を受けず二。 そのとさは毎目新聞の論説委

員であフて、論説委員は非常に居一納がよ＜って、続け

てや∫け二いとは．＄。てい†ごんでuす。

             五
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 話は少し横笠にそれまTけれビポそのこう、相合盈
勧に対する禅匡ヵぐ非情に強くなフて、詑充新間の兵庫党

の労組委員長、鈴木束瓦。

奥野 桶集局長ですね。

美濃部 束民氏を大将にして、託売が新聞祉として、一着

4孟烈に組冶＼星動をして、 どう いう．3・うな経一週。をたどった

つ1はよく覚之ていませんけれども、とにかく惨敗して、

そして組合星動ヵ、抑匡プれ仁。フま！1、どこの新聞ネ土6

そうτ三と、誓うけれども、民主主養的に禾津†れてい㍑

力“中夫集権的に変わる・のではないかと思わんすこ。

 それで、毎日新聞も租冶＼が相当に7象くフて非帯に民主

主納に緯帥れていて、いいが帥かは別として、論
説を書くにしても全＜個人の自由一彦干勿相諜はしま

すけ札ビも、相談ばして毛、ほかの論説委員め人す（ちバ

ノトレ煮・見をいうくらいのものであって、本筋にみいては

個人の意思によって書くどいフて老いいような状態であ

っ丁このバ、相合が託売で負け、それから毎日で貫け仁。

いすると非常に中夫集権的にな。て、論説も自朴の自
由には書Iけナよいという、いうに、ますざな。てはいアよいんだ’

けれども、一 ﾈることが想像で汀こんで、少々毎日新開に
残るのもいや気が’†してい†こ。

 も う ／ つは、 イ丁と い っ て 毛毎日 では弟ムはタド様ですから

ね。

三浦 その何年ぐらい前に毎日に入られ†こんでしたっけ。

美濃邦それは戦手直俊t三’から、21年の初パ～っ仁と思・
うナよ。

二楯21年の、戦争直後1よら秋でしょう。

美濃邦 冒月の直後ですね。そして、何といっても外線
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て“あって、ぼくバ「平コノミスト」の糸病集長になってば

しいというのが「エコノミ又ト」の人τ二ちの禾含意であフ

Tlらしい。そいぐと1・かくダメド。いいう理由か知ら

ナよいけれビも、箱局は外様一の人〃もしろ＜げいという

ことで’あろうと思うのです。

三稚 ・「エコノミストJの場合も……9

美濃音P ぼくは「エコノミスト」をやり亡こがフたんです

よ。非1．菅に剛τ1が1t・・ので、そういうこともあフて、

少し毎日新開にいや為ヵけしてい仁ところに、丈内先生

ヵぐ一流の口説ざ上チで、戟俊の日本の～主1主義はどうし

ても也諭、つまり国民の意思と、あるいは国民によると

いう政盾が非常に必要なんtゴけれビ毛、国瓦の意見とい

うもめは、すべての情報が国民に才一フ’ンに材っていて、

そうして国民が判産生をでざろ材料がすべて整っていると

いう状況であることバ基本であフて、そういう、占、にあ、い

て耗言すヵぐ非情に穴右ηである、あらゆる系充計バ手込蜜で・はな

くして公表されなければなら†よいというこヒヒ、そい・

ら徒．計の数字というのけ非常にわがりにくいものである

ヵ・らして、それをわヵ〕けく発表することが’共要である。

㍑力・らビういう、い†よ絞打立つくるハが、国～に蜜老

しtこ情勢がわがるようナよ徒計をっくらナよければ郁らない

ので、．国民のいろいう†よ状況1バわからないよIうな戟・魚と

が、そういう二とに関係する統計ば’がりっく・ているよ

うではよく†よい。そういう意味で穴内先生は、われわれ

が耗計委員会いくフて、そういう税計をつくフていく
ニヒにし†1いんで、その事務局長にナハてはしい。その

紀訂委員会は行政的な来定権ぎ持、．ている、いわゆる行

政委員会であるからして、就訂季夏公バ統計芦に基いて
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統書†に閃丁るあら中る政策∩未定乏する擁限いちんと

書いてあフて、セれはそ（決定に従フて実行するという

彼剖つが専務局長である、そういうことでぜひやフては

しいということヵくあって・んです。

 そ札でばくは、直播セういう場面は有沢君などの市バ

非棒に詳しいガろうと、思うけんども、実はs月”め直
者麦すごフ tこ と思う の です。

三タ衛 ノ＼£子⑦方’にいらしtこのでしょう、殊開ぐ牝て。

矢耕戸いや．青ネ持にいτ1の。そパろ、鳩ムー師ん
がぼ＜の親類ですがらぺ鳩ムマんを亙じて、大内、有沢、

脇村、ズくという、1、ゲよ敢授ブ’1レーブを呼んで。

三楯  終戦になる前ですね。

奥野 直後でしょう．

美濃音ド 直後。そのとさにはまだ鳩↓、氏バ政権をとる可

能性のあったと一ざなんだ。そ牝てソぐ一ジにナよ、てダメに

ナよ。†二。 そのヒさの同意でもあるし、 ぞれからた内先生

よりも、ぞのとさはぼくに穴蔵穴匿にザてはしい、穴
蔵た臣か、イン7レの問題に閃追して日本省艮行着奪裁が、

ビ・ちかにナ8つてはしいヒいう話でし↑二。

三稚 先生、手0歳ぐらいでしょう．

美濃邦佃歳ぐらいだ。
 ……。・といわ牝す二んで山、（ゴ〈はそれは断わううと思フて、

まだ〃少迷フているうちに鶴ムさんがパージになフて、
すっか／ノゴ戸皮算にな、†・わけなんです。

 しかし、そのとさに、教授ゲループ左呼んで、今後状

況はどうなるだろうか、いういろ話を開亨仁いというん

で、余合をどこで持っ仁か忘れまし仁けれども。

 穴内先生はインフレーショ／が最大の問題で、必ず非
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常なインフレーションが来る。それでぼ＜に尺威文臣（こ

†よフてくれという諸バあつす1と同時に、大内先生も1株
乗ってはしいという喜多6あ，1’二んで㌧すよ。

 そうして、ぼくは全然関イ糸はないんですけれども、吉

田†んバ政権を握って、その話が言旧寸んに何かの形で、

受け雑がれτこんだううと思うんで’すよ、ぼ＜の想像です

が。それでプよく、ても、あれはと“フちバ先かな。

三ラ猪 高野先生を通一ず’る高野一大内というラインがあリ

羊すね。

美濃邦  もちラん．そ札もあるかもしれない。

三楯 公の記録では、穴内先生に畜田茂が祝言†再定の全

権をゆだねて、高野先生が大内すんに頼めといつすこ。肉

閤に入るのはダメばけれビも、最後には頼めという二と

に公布記録で’はポていますれ。
美濃邦  それ。は大1為先生バ吉田†んから諸をして、 そう

して高野ぐんに相談乞し†こんだうう。そκで高野て㌣んは

自瓦党の中に入、ち㌣いかぬ、統計似らいいだううとい

う二とを一ぼくは直接何も知りまセんけれども、そう
いわれ†二ん・τごうう。あるいは、吉田プんが高野†んから

話を聞いてそういうことをいフたならば、ナよフすこと思う

んだ。毛し高野先生バ了解をしていて高野先生が穴蔵大
臣に大内先生を推葛しτこんド。†ζらば’、高野さんはヤつ

フニま之という二とを’ 苴熕謳ｶに勧めて・、そうして高野く

んωいう二とて“ある林らば、穴内先生白相者食指は動い

ていたに左いナよいですからね、やつすこに違。いナよいと思う。

tごけれど毛、高野さんにとめシれ・す（からやめたんブう一 ､。

一これは全悉鴛像ですよ。

一三一ヌ猪  穴内先生には一ノ芝の正文ラ含白ラ六よファイ トはありよす
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ね。

美濃邦それ1けつと後†～け〃も、ぼくバ知事にナよる

いに、大内先生とj日話一をしτ二。才レの血の中には政
治朱の血バ充札でいるんだ。ち・ヤじが非常に政治が好く

で・何から何まですフてしまフマ秤戸どべいバ残っす二。

フま1り、芹戸べい主義がそのまま実1現しているんで、大
内先生が勉強しに東京に出るとぐに圭・母市／）にいわれ†こ

ん†二って。ち’ま之は改看をするんならば「升戸べい・に

ナよるっ毛りで’や〆し、そうでなけれ1ゴやるな、正文清家を二本

当に志しτ二はらぼどうしても「芹戸べい」になるんだ’か

ら、それ乞覚悟してやるというんいやりナ打いという

ことをいわれ。て、才レは大蔵槍かう穴学1二行フて学者に

ナよっブ．こんだけれ一とも、才レの血ハ中には攻治的志向が非

常にあるんだ．われわれは戦’荊、瓦主主義を志してひど

い日に遮フている。それバ東京都知孝という地位は非常

に強いし、知和意思によって動けるものブ。フまリ、
政府に対しても非常にカが強いので一42．年ゴうはいよ
のようナよごと1よナよかつすこんだけ札ビも、やはり田中角I

の高度威こ表すよんかバあフたですか弓、まだいフか来た道

を進む。その隊にぞ牝き何としてで毛とパ川んばけら
似いんで、東京郡知等という地位は、一でのフアンでム化

をとめ。得る再征千生を荷パこ地位であ。て、そういう地位

が徒侠ヤル狩るというのであるナよ弓ば、ぽ’くす∴たらば

そ札は当然受ける。しカ・し形はぼくと遮フて、政兼家・の

血でナよくて掌者の血州ヤ々流れているん向・ら、その貞、

は違う。仇に、毛し立候補しても勝てつこない、τ1τく

遺挙で民主主義を説いて回るというゼけで毛、ファッシ

ョの勢いをとある…の防波堤に才～るんだから、出てみ

             6

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



†二亨どうかという話で、そのいに方々から報杓に造ら

れていTlからでもあつますけ牝ど七、引さ受けてしよ・
仁。

 す二だ、た内先生は正文右白ウな鋤さ左することがちフと6

ざらいじゃないし、そうして実にす＜“い1双1含家でポ

て、一先生が政浦家として非常1・優秀な、ξは、見五しが確

一かゼという二とtごプよ。フまつ現■→だがどういうオ丈泥にある

かというをの見亙しについて、往斉学的か析をして非常
に正確て“あるといづ二とと、それから、非常に柔釈好ん

ですよ。 こちこちの社公主義じゃなくて、社会主義の理

論と実際とは3茎う’。理誘rはマレクス・レーニノ主義で一

貫孝するけれど’ポそれを実際に応用するどいグ麦にあ’

いては非常に柔軟であった。

 それで．話バ非常に飛、ザけ札ど毛、ぼくはどう七大内

先生の身がわリみナニいな役割！ノを演レ†二ん。で、話き毛と

11戻すと、専務林．ト1～るという二とも、秘完全仰
心に1よってあれゼけ中1t1献言すの整備ブから、元来糾

は先生力崎務局長て“、統計委員会の委員長を兼ねてヤろ

のバ当然ドなとは思っ仁んだけれ・。ビも、とにかくぼくバ

争務局長にナよんという。事務局長という・のは非常に董六

ですから、身がわ！1になって統計の整備をや・す・。

 そ札1・ら、東京郡知辛に1∫る場合においても、大内先

生としては、当時％歳がな・自ノかではとうていで亨ブよい

け牝ビも、ぼくは吉時62歳ドから、とにかくファッショ

を防ぐとりでとして、あるいは民主主義を者及するとい
う二とが大内先生ザ生の願いであフて、そいし生一 ﾌ
願いであるにもがかわらブ……。ああ、ぞっか、 二うい

うこヒもいフてお’られ†こ大8。われわれの、赦授グル＿プ氏
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理粛的には民主主義を目押してあら中る行動乏一しすこけれ

ハ、†1だ1人も灰活朱バいはい。それは名折れ†三とい
うん1～、埋諭だけ㌣フて双泊永がいないということば。

三詞肴 実践ですが。

美濃弗 実1践家バいないというのはよく†よい。ゼが．ら、

君ドけでも実践左へわフてほしい。それが先生の本心であ

1て、これだけ臭いメシを食ってまて“も民主主義の実現

のブニハに努力をし亡二のに、民主主義の実践家が1人もい

ナよい。 その、点、にお1いて、ま†にぼくは身がわりに†れた

ん†ごと思うんで’す。

三楯先生、ちょっと伺い†1いのですバ、奉充計委員会の

／〈シバーを免ま■すと、いまあ・っしゃるよづに、いわゆる

教授ブ1レーアの方’もおられるげ七しとも、 そうじ’㌣†よくて、

ム中田部すんのように本当に無台裏をぢ寸フていτこ、い

フてみれば革新一宮俵でしょう。そういうカ’と耗訂関係の

官係のイで表も人フている。ぼくバ質問し丁こいハは、先生

が辛務局長をラは受けられ．るとラ1こ、当然教授ゲ1レーブ9

†ゴけで徒訂委員会がでざていないことはご承知だと思う

のですバ、その虹はどういう、いにお閉さに川、評価
というが、判断をな†フ†二んで“しょうが。

美濃御そういう占、では穴内先生は非常に柔釈1よんげや

ナよいて、すφ＼。ですから、教授ゲ1レーブでも有沢君一け徒計

をやフていますし、大内先生もいる。稼計をとにが＜中
ってぐにのは大内先生と有釆君ドけ。ます（、高市寿；着6統

計の講義はしている。そういう虫、にあ・いては非常に物辛

を．客観的に見られる人で寸から、森田君とφ・中ム君とヵ・、

こういう、純計をヤ、て汀二人にち、そういう人ブこちで準

備会ナポ1耗計委員会ナ川をフくるのがいいと思わんτこん
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でしょ）フ。ぼくは絞言ずば全く知らぢがっ†・のです。

三浦現状ノη・析での統計の利同者ではあったわけて“すね。

美濃邦利用者ではあ・†・けれど毛、ネた計の曜．粉ナ㍑と

いうものは全く知らながつ†1パ…、それを辛稀局表／1し

τ1という川よ、専務局長というのは競討プロベーの二と

ではなくて統計行政ですから、行政的甘天分カベあ札ばい

いんで、系走訂の二とは耗計委員会州次めるん†こがら、全

然素人で・も困るけれども、ある程度の矢口識さ之あればい

い、そういう、1・うに孝之ら牝て、ぼくは行政約手腕があ

るとは思わ材いけれど毛、ほかに人がい林い†こめもある

んでしょ1う。

三精  先生はいわ牢る．行政倒とは、それまで’は人的にも

ほとんど’かかわりをお’持ちにびらナよかつプ；一・一・一・不

美濃邦．・全然持r・何ヵ・・†こですね。穴内七生のよう材関

イ乗は全然がいです。

   白Hα及ひご各省との関係

三．緒  紀計委員会バ発足して、当然占領下ですから、 ξ

H Qと統計一敗率の関係が非常にあると思うので“すけ札ど

モ、先生バ事務局長の立場におられて、あるいは系先計季

貢倉をある意味では実質卯に代表材市フて、白HQとの
対応の．申で、あるいはライス稜訂仮節団も来日しましτこ

け札ビも、ビういうことを一番印乗と・してはお・持ちでし

ょうか。イニシアチブといいますかれ。

美紳ぽ／は鮒にあ、いては一HQという舳一一般
の行政とは速いよすがらね。民主主義約六よ徒言すをっ＜る

という渋、では、今HQと日本創とはほとんど・全く同じで

あって、白HQてば＜の意見を並べτ1場合、大概それに
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賛成してくれtl．

 †。だ、／フ根本的な点で白HQとひと＜衝突をして結
肩ラ負けrこ虫、は、 これは大内先生も同じ’ドっtこんですけ水し

ビも、濃杯統計の昨報。

三浦 作物報告専務所ですね。㌔

美濃邦作弗と、そ牝がら厚生釦医療行政耗言立。医療
条え計はどこでやフていtこかな。

奥野 保健所でしょう。人口動態て“しょう。

三浦  てれ一よ後に人口動態は航訂局から厚生省に移る。

その前。話でしょう。・

美濃邦  その前です。

奥野 人口動態が厚生省に移る一尚は、税計局です。市町一

村でとらえていす二。

三浦 衛生統計という二とになれば市町方寸じゃないて｝す

ね。

美濃邦 市町村じや1ばい。

三雅 出生、死亡のような人口動態はずフと条走訂局が’や

っていて、それバ厚生省に移りますね。先生パ1話し材
こつ†このは一一・…。

美濃邦セ）／す又印び医療税計。

三楯 人1コ動態じゃすよくて、衛生税汁というか…一一・。

美濃邦 それを統計局でやらせるか厚生冶でやるが。乏
れから作事長の 問是艮は、 イ年報でやる が。 それから施方’の・一

’’‘

Z

三浦耗計課。
美濃邦 県庁てやら↓るか。あるいは、ほくと大内先生

とは県庁毛よくナよい、それは国バヤフる、県は県の目的の

仁あの耗訂を核自にフくるという役割ηを呆tこすんで、

            10

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



中夫官庁バ県の徒討（こ関与することはよくない。まして

やいまやフているように、国nすのネ細全ではとんど国

の耗計ω租餓の一邦の形にナ8ったら・…一。

三精 下請ですね。

美濃邦これは民主主義の地方自清ヒいうことに真っ句
ヵ・÷衝突するということで’、昨報はやめにして、県庁で

独自で調べて、国1・それ左報告する。あるいは国有体の

稜計稀閃の競一しτ1租磯で㌣る。

三浦 いフてみ札ば、それは中夫紀訂伺4韓想でTね。
美濃却 そうそう。それだから中央炭言†局の構栂で6あ

るし、それヵ・ら基準局といいますか、稼計季員会と隷計

局との関係の問題でうあるわけIですね。

三楯 それは俊にまた伺い†こいんですがね。

美濃音Pそれで“、その問題でライス†ん、スタッフぐん

はぼく†1ちの沈に完全に一致して、そうある．ベポ～。フ

まり、地方の系就と帥系統とは別にして、犯方に必辱
六よ績言†は県庁で抵自の責任を特1て仰るべ亨であるとい

うのですけれビも、セれに対して昨報の今HQのれ’表と
厚生おのイヤ表こと姫Lゑ、に反支寸をし・て、 ライスざ×ノ、 スタッ

フ∵んのれいえビも及ば†川づたので・す。

三潜 々HQの調査耗計部長のロスと、ライスすん、ス
タッフ．†んの耗訂イ東節団の考えとは遂ニブていたんて“すか。

美濃都 それは同じ’ナよんです。椅別遼いすよい。

 それでその二とが争わ牝て、税計季夏倉にあ・いて最終

白ヲなラ爽定をするというとウに、ライス†んとスタッフθぐ

んとカぐ来て、その争いにフいてはロス†んは全然関車し

†よヵ・っ†こ。ですよ。っポ1、う。かり関与して農林省と

厚生省の代表ωqHQの人と衝突し仁ら、角ノ方の卑バ危

            11

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



ナよいで’丁がらね。

三精白HQ内郭の問題ですね。
美ヲ農邦  そう、 内音Fで’す。 とっても狼は反キ充し符ぢいで、

スタッフ†んとライスこんヒバわ札われの代弁をして、
qHQで失いに働いて＜れ1；。そ札で1ダ＜らのよう丁よ孝
之方ヵぐ最後まで通りそうすよ形で’、大内先生ともこれで’い

いと喜んでいτこらば、†二しカ・徒討黍員会が開かれて、そ

の前にちょっと穴内先生のところに来いという¢で行っ

†二ら、スタ・ソア†んヵ・らビうしてもタ｝メドということを

宣告されて非常にバ・が／1して、その二とバ戦後の緒計

1こ夫定的は影饗を与之すニヒ思う。仁と之ば、地方に中史

が全然関与しナよいで地方自汐を就計に毛応同する、ぼく

はや1ばりハすべさだっ†・など思）ですよ。そ牝は、

いす札ば㌧吋は就計の質が悪くナ8るバしいい。し
かし1◎年間く“らい†二子は、立派は秩計バ県にあ・い．て6で’

ざるというとさバ味るん。ですけ札とも、それバで†るブこ
めには異才政白勺な自主オ窟ヵぐな1．プーればダメτ～。

三精臼形体バね。
美濃邦  いまめように財政の自主権．バ／全＼塔ナよしに、財政

カ吐部匡〕め意．思によつて統一すれて、そうして地方自弟

梓州中央の家来として行動をするという二とバ、異才政面

でも規制†れるようにプよっていt二らば、ヤκは毛つヒ耗

計は悪ぐイよる。

 いまいったように県に自主的に系走訂幸っくる権限を持

†二せる仁あには、すべてバ民主主義的ナよ傾角にならなけ

れ一はダメ τよんで、 しヵ・し理想 ヒ し・うヵ＼、 どう 毎・ すごか わ

か1ノよせんけれビも、 どっちかにいく。 中央案稚的な孝允

計にいくカ・、地方／か樟的プよ徒計にい＜か。あのいが分
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かれ一目．であって、中央集一 ?P水が肋」フて、 そして絞言I†バい

まもってちっともよ＜ならブよい。（笑）

三戸猪  その場冶＼の中央集稚派1ま、各省を中心にした糸従割

っ中央葉権で’すね。’農林おは農林狛……。

美濃邦＼2フあるんですよ。一番根本的ナ㍑はいまいブ

ト地方／か権で、地方の杭打は地ナかっ＜る。そういうの

一と、それがけ度は中央勿炭計局が衛＜ナよフて、各省

の綾計部はそ勿命令を問いて手足にびって働く。しかし
両方ともダメになフす二んですわ。 ヤれ一で旧態依然としすこ

統計組織バ碗いている。

三身宥 そのと亨に、例に虫ざれましrこ農林宅の作物報告

等務所、作禄が一番あれなんて“すが、農林省が位烈に近

藤師先生を尺将にがんぼ1だということで…すか。
美濃邦  そめ とプは丘蘇君とは非常に往丁突をして。

三猪 止藤先生は教授グ1レーブではないんですね。むし

う牽林省の耗計課長をやっていらして……。

美濃邦敢挺グレープでは六八1。近藤君と衝突しτ1のは

兜方自活ではな／て、中央就訂局の閃趨㍑。そして、
4皮と正木君と衝＝突じず二。

三稚 正木徒計一季貢と並一膝さんですか。

美1脚あ牝は、績計委員会バ耗計墓率局に1よると打～
ね、あのとざ（よ。

三ラ猪 近藤先生はご承知のように、も’ヒもとのあ1孝之は

非常に民主的な方ですね。 しかし農林官僚乞背景に背負

っては、農林省の練計を1本にしようという全軍の指．揮

官としてはやむを侍すよがフたということになるでしょう
ね。

美濃邦 昨報保存という、占、にあ・いては頑強でしτこよ㌧
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奥野 近藤先生と知りかわれ†このは、競訂委員会に八フ

てからですが。 それ♪人前はあ1知っ合いじゃすよかっすこ句で

寸か。

美濃邦ほとんど細いいです∴亨1ん矢口1てはいよ
しT1けれビ毛。

三楯 森田先生とはどうですが。

美濃都 森田先生もほとんど。秩訂委員会を盈し’て知／1

まし亡・。

三稚 中ム伊知郎寸んは？中山先生はわりあい大内先生

と並たいで↑ね。そんtよ’二と6間いているのですヵくね。

美濃邦  しかし教授グ1レーブ。のとさ1・こは、ああいう人丁こ

ちはみんは警戒して、全然並寿いかフτ1ズすよ。

三精 近イ寸葎済学で毛あるし……、

美濃邦 全然近・寄らながフ亡こ。

三雄いすると、中ム伊矢P郎氏は徒計委員会‘1プよって
お1矢口／ノ。合いに㍍つ†こということでしょうφ・。

美濃都そうですね。傾向バ非情に速いますかられ・ブ
しショア葎済学と。

三緒でもそれは、大内先生、非常に幅広いすだから、

恐らく中ム先生は統計の専門家の1人として森田先生と

毛どポー。
美ヲ農部  ヤれ．は統計という ものにぢいては、 それはと“ブ

ルジョ了白勺と社倉主養的．と民主白プと違いがないですから

れ。

三ラ備  その技休テ白マナよ面ではね。

美濃郭  だゲら、中ム君といえど6ネ土倉主祷老じヤない

げれビも、民主主義者ですかう、その点、にあ’いては完全

に一致て“さろでしょう．

            14

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



三楯 各省と紋計委員会との関イ采では、 いま先生バ争け“

られ†こ農林省とか厚生省、そのほか通一産劣等では、当時

の商工省ですが……。記憶に残られるのは農林省と厚生
省で’すね。

美濃邦 い・し、それは程度の差はあるけれども、各省
ともト、通＿産、農ネ木、厚生、．この3フパ禾充亨†の3穴拠点、

ですから、それは通産も同じ’ように通産の彼立性を主張
して。

三浦耗訂租職⑦…一・・不

美濃邦 そしてその、吉、にお・いて、表面（よそれほどあらわ

にはいわナよいけれど毛、反歳計委員会ですよ。フ、まリ、

統計春夏会のカ・を浅く．しては困る。根本的には地方に委

譲するとか、それかう中央隷‘計局をっくうとカ・、そ札は

極端ナよ考寿后＼で、それだけでナよく、統書ナ委員ノ会にメすするア

ンチの態度というのヵぐ明臼でし†1ね。

三カ者 そ札は、自勿＼す二ちの行疎の権限盲導わにると・思う
 “          、

のてしょ7。
美濃邦 そうそう。そうしてそ．れバばくの基準局表のと

くに、t㌦ドんそういう傾向が’弦＜ナよって、それから俵
蘇五夫君、河后＼三良君。一 ﾍ合君のとくに・徹底杓に貢け†こ

んじ’やナよいかな、ばくは徒計基準局表じヤナよいから正確

トは知．らないけ牝ビも。

三瀦 殺計基準局というのは、いまは、組織’の上ではな

くナよっ．仁わけで’すね。

美紳納、官僚に．員叶ナよ。完全に負けllですね．。
三潴  官僚は強いで’すがらね。

奥野  それで戦㌧争直後のとぎには、。稼訂局は内閣稼計局

という名称で、川島孝彦さんをトップにする戦前からの
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ゲ→ちりしτ二耗訂官イ乗がい†こわけていすね。一ナ、新しい

統計委員会がで～よしtlね。それから棟討広がでポこ。
その両君の関係でいμ、績討委員・会は耗言す局芝宥くする。

あまリたウは顔互ぐセ以いということ直旗印にして動い
仁と．思うので“す。各省毛それをねらフていまし†・が、 と’’

うでしょうか。

美濃邦いや、その、1妄、はぼ＜は崔うと黒ゲよ。税計委員

・麦バ歳計乞とる、自分で統計をつ＜るという二とを孝之

ナ・ことはないで’ ｷよ。

奥野 それはそうで’すね。

美濃邦  それ†ゴがら2っあるんドな。．ノつは、統計局が

いわ中る中来就訂局のように頂上に打って、そうして国
の競討のノ全邦を統一句に糸走弗1jするという、1とにあ・いては、

競対局とノ統計委員公とは非常に蜜律何閃係があつて、同
じナよ4で’す。たτ三’、その後で、 しヵ・しその上1こ紬計委員

底がいて、そうして徒計局の勝手には㍑けい、コント
ローレするということバどうして杁要だ。つまり、統
計局というのは結局は就計の技術家†二ちですから、舵計

をも、と広く政治台勺に社会的にゼういうふうにするかと

いう見地から春先言すを見る育εカがびい。 そういうニヒを児

るのは統計委員会である。ドから、敵であり味方であフ
†こわけ†よんです、

奥野すよるはど。

三猪いいう意味で、）リ鳥殺計局表、〕リ島詞家ナよんか

出してお’りますけれビも、川島†んと舛計委員1会は一線

という〃・、

美テ農半ド  川島ぐんはいわゆろ十文休了看ウナよ青ナよバらの雑言†家

であ一1て、民主主表比の／つの手段としての就訂という一
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見地がら耗訂を見るヒいうこと1よ全然～・フたですね。

三1猪第1回の糸耐香員会の委員のメン／ぐ一こナよ。てい

よすね。やっばりそこて“は、川帥んという人はあ・もし

ろくなかイこぐじょうか。

美濃邦 ち・もしうくげかフ仁。彼とか森ぐんとが．

三楯 森叡樹立んれ。

美濃邦同げ系統†～。つまり、催らは彼÷ナよ／1に、．何を

素人の人でこちがや。ているか、オレすこちバ稼討の楳術を

マスターしτ：本芽のスタディステイン了ンだという誇り

を持、マいずこ。

三浦 臼寧夏バあフすこゼしょうね。

美濃邦 つまザ灰布的に統計は二うあるべさド、民主
主義的て“あろべざドというような二とは孝之ナよいし、当

然の二とナ川ら、それであるからして地方・か権的な、地
方に必要右ものは地方でっくれ、そういうよづナよ議論に

対しては填っ向から民対しr二。

三精 そ札がら、中央稜計肩構想というのは突免し汀か

っ†二のですけれビも、 これは大内先生は、でさ仁らヤブ。

†1らどうかとお・孝之にびつていよしすこが。

美濃邦  それはもちうんド。

三ラ楯一 とし†二÷、先生6…… ヲ

美濃邦．ぼくも。

三浦  その場合、こういうことを開くんですが、と“うで’

し木う。当時、民主他の過程ですから、棒カの地方分散
で’寸ね、県知事でも何でも。それナよのに税計す1’けセント

ラリぜ一ションでヤブる。あとの政治は、ディセントラソ
ゼ’一ション。そこに、8手イで。ラ九れとして無理バあフすこの
て“ ｵ一 謔､ク＼、中央就計局構鴛が実現し六よかフ†このは。
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美濃粁七ソトうリぜ一シ1ンといフても、ば／らのば
地方と／夢めてのセントラ1）ゼーションではびくて、国ω

赫訂だ’けのセントラリぜ一ションであフて、ナ包方ヵ隷訂

はデ／セン／ラりゼ㌧ションである。
三精  くつミャお・つしゃるようにて’’すね。

美濃邦1三から本質剛1いえば、ぼ＜らはディセン．

リビーショ ンでもフ て・ 国の殺計1よセント ラ ノぜ一ショ

ンをすべ’ウである。†～から、大さ＜／かけ札ば国の破計と

地ナ糸充計であつて、国ω紀言†は日め攻策遂行の賃料をつ

くればいい。地方住民に密着し仁統汁は、これは地方が

つくる。ボから、君たtフが昭和タz年ダらやフ†ζ生計責指

数が“、ま†にそうなんだと思ナ。

三精 それはまτこ後で伺いましょう。

 そめ場冶＼、突兜しながっ六こんヂがら幻なんて“すけれと’’

毛、中夫系え計局構偲の末端組織；ぱ秤道府県の歳計課≒’’は

ナよくて、中来統計巧のブランチき本手フという、3、う†よこと

もお’考えになフだんでしょう．ね。

美濃邦そこまで’孝々いろいろ議論はしていまし†1けれ

ど毛、異体的1よ案1バでさるはど、統計の地方分権化の遂
度は進まナよクフ右二で’すよ。

   統I計委員食と耗計審議《との比較

三ラ猪  それで“は、 次の諸’柔墓て｝すけ牝ど亡、行政季員・会と

しての績訂委員会カ岬く打って統計碁干邦にナよつ、先生

が初代の統計基準邦長にナよられて、同時に、稼計委員会

は耗討審議公にブよる。純計委員会と税汁歯議会と此軟な

さって、光生を中心でい之ば、徒訂香艮舳事務林な
イ1徒汀香貞舳季夏である時代から、今度は鮒差羊部
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景にナよられτ二わけでしょう。 ヤして、委・貫合力・ら耗計者

言義・会に度わフt二わけですね。そういう変わリ方バ日本の

徒訂行政にとっ1、どういう意味直持フていllでしょう
φ＼。

美濃奔  ば＜が椀言†基羊部長や局長で・いる間は、や1大1／

徒討香貞倉バ主体て“あ1て、統計香紬の夫パ1ことを
一そハまま実施をするのバ・事務局長の任務であ！1、ます二回

ビようにその後の炭計碁率局長の任務であフナこ。

 しかし、審議会には行政権州よくナポ㍑’うう。それ
だから、糸充計宙論会の決定しすごニヒと産フすこことを行政

管理庁などカくやフても、法律師には差し支之ない。

三ノ瀦何も新せられる二とは行い。行管の長官は諺問を
允して答申を受けるドけたから。

美旅邦しかし、ぼ／のと3には、州／とも疑計審議
公なリ彩ヒ計委員会ナベリが’ラ夫ノ宅し㌃二二ヒと速った二とをヤブ

るとか、あるいは決定しトニとき攻・恵にや、フーよいと一が、

績計審議会あるいは耗討香員会と正面衝突的ナよ態度をと

る、それ1よどでナよいにしてもそういうことは†よかフすご。

 い！フは、就前審議制こかげる議題について重穿な
ことをヵ・けない、あるいは非常11歳題バ縮小ブれるとい

う二とバあると、思う◆ですよ。1支隊は歳計審議会と産つ

†二ことを基羊局長がやるとカ・、あるいはすボるとか、そ

ういうことはいまナよいtゴろうと、啓う。

 す二tご、 イ可力・らイ丁ま で重亭亡ごと思われ一るこ と は、 すべて

統計委員、底にかけず二と同ビように寂訂嬉議会にかける〃・

とい之ば、鮒ナ孝員会あるいは統計基羊局それのがI
1．幸に把盤沈下しましたから、その、貞、でもあろうけれども、

紀計審議念の重要杜といいよす1・、重みというのか、こ
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れガ打常に、城フて、あっていよくて老いいいすよ存在に
ナよりフつある1＜ノじ’やびいかすよ。

 それバ衰亡こ、季た書ナ碁辛／弓にっいてもい之るんしいやすよい

かナよ。そ札τこがら、た内先生とぼくバ孝之て汀・形とは

非帯に遺っちゃフている。その二とはとりいよみプず’、

日本の政治ハ民主化がとま、ちゃフて、良民主主兼白州
碩句に逸走1わけドから、反民主主義的な傾向に速めば’進二

むほど、民主主義・白吋住橋き重んじよれ思フてや1て
汀二親書†季艮倉欠び挿定耗計、その他の例度は、す三’んす～

ん意味バ小くくナ8っていく。

三ラ精 行政委更ノ麦としての表を計香亘含バ、昭和27年ク月

引日ドよくナ川ますね。～いに行政委員含て“なくな
フ†こという時、屯て｝、取れ。†こ茅’1号ですね。 しかし、これ

は一稚の官僚にとフマげ、自力・†1ち以外に行政権皇持・

ているのはお・もしろくぢいのでしょう。

美濃邦  ヤ牝はち・もしろくtよい。

三楯  そうすると、官僚の月余ちですね白

美濃邦  まあそうで’すね。 それrごカ・ら、官僚主兼」いう

のバ非民主主義吻ナ86のゼすから、その意味にお1いて平

†こくいえば、官僚主義に完全にヤられてしまっI仁。

三稚 先生が’績行基準局長、最後は3手年！月30目ですべ

それまでのゴ程駿の中で’官株主毒の袴頭というヵ・、そう

いうのぎ具体白フにイ士専を庄じて感じられ†こカ・ビうか。

美濃邦  具体白ヲにはばくは知こフないげれ一とも、非情にそ

の二とは痛切に感じ・ていて、後添二君にもくれくいれ一毛官係

主義に更け存いように、負けてはダメτごとい。て、後療

君け相当闘、、て＜れてはいすこん一ごすけれど’も、そ札ちだ

んドん退却をして・そうしマ河合君めとざに、悪いけ牝、
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と“も、 （まヒんど全面的に敗ゴししτこ。

三精 、続訂基準局き廃止するというのは運バ悉がつtこけ

れビ毛、河合局長のと汀三’イ1わけです。

奥野 いや、そうではなくて、、統打碁率／弓バ庭上くれて

稜計主幹かで’＼1すこいに、河合†ん1よ行尿管理局長にな

フ†このです。

手楯 大内先生ヤブ何方・にも、存耗のτこめにご努力い†こだ’

いずこ。

美濃邦 もっとい之ば、大内光佳がやめられてからて・一す

よ。ぼくにはとても大内先生†三’けの威令が㍗いし、それ

から大内先生ほどはカ・の先生オは熱‘くでナ～いし、大｛先

   ｛生が何られたという．ことが赫仰1杯・たと思い
ますね。

三浦 しかし、大内先生が第一森にいらつしゃつて毛、

行政李員会をやめるという沈札はとめられはか。†こかも

しれまセんね。

矢濃粁 とめられびかフたズしょう。何カ＼法律で攻めて

くるがらね，（笑）

三浦行政委員参という舳、要するにアメリカ式でし
ょう。ですヵ・ら、θ本の独立とともに廃止する二とにな

っtこのではないが。

   ・IS工の、思い虫

三楯ちいと話慮をれますけれど毛、先生が教育大
に．いらしてカ・ら佼になるのビすパ、束末荻育欠専イ差11な

られす・のは3手年の2月なんですけれども、3夕牛ドェS．エ
の32回糸念倉バあリ まIして、 そ” と宇 先生は・企画吾F表 とい

う房前に有フているのです。そのと亨はすでに税計基準
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局長は後添㍑ガんですバ、エs工に関して何か思い虫
といい・、一番律弘がボτ1のは工δ工専務砺の1レー

ネンパ㌧ブでしょうが’、何がエSエの二とにっい一で、と’’

ういうことて’’もいいですバー・・、

 その前に、戦後、先生のエδエとの剛禾は、一べ，レンに

オブザーべ一として定席なす．つt二ことでしょうか。大内

先生、森田先生、ジョーンズ†んと一箱一にいらして。そ

の次に、27回工S工 のニュ ーデり一大会に増ムさんと一

箱’にいらつ しゃ フマいるよう ゼすね。 フ“ラシ1レの竿引回

余念公にも行かれて、先生にとフてはエs工とのかかわり

は手回だヒ思うのですバ。しヵ・し・丁δエバ日本で開か

れ亡こということは、 2回目 どはい之、相当人ざ・tよイベ’ン

←†～っすこと思うんですよ。

美濃邦ぽくのいだ’っ†1……マ

三精先生は旅斉欠教授で、工S工実行李員含の企画部
長。

奥野 職務会員でナよくて、仲人会ゑに汀フてぢられ†二ん

じゃナ8いですづ・、東京大会は。

美濃邦個人余更にな。ている。

奥野いまはいお・やめにぢ’っ†・でしょう。

美濃邦いまはやめている。
三猪 席青プは日本の・機構からい一うと．、先生ぽ争務局の

中の企画部長なんですよ。緑計審議公香貢とナよフている。

しヵ・し本職は、昭和3夕年は東京荻育穴教授で’す。工S工

でけ非常1二ご昔労＃す、τ二と思うんですけれども、田ネ寸

町のNHKホー1レでオーブ。二一ンゲ・セレモニー主や／ノ、

皇木手バ乗て、先生バ並行株主ヤブ、ていす二のを充億して

いるのです。
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美濃邦ばくはせ界た宥戸市会議はよく覚之ているけれど
毛、32回工Sエサとはあより記憶はぢいで’すね。とに

かく工∫工で一番印扉に深いのは、やけりベレンτ～よ。

これは戟手直手交の2斗年ヲ月。まだ食糧も不足であフ†・の

バ、千ヨゴレートを食べられるし、臼いノぐジを食べられ

るし、プロペラの飛行断～1t1けれども飛／τ磯・に乗れる

一し、一非帯に珍しい二どは’か1げ1†1㍑～。系紺について

は、ぼくはよ’く英語バわからげいけれど’毛、†ンプリン

グの手法なんかが中心にびっていまして、 とにかく世界
の殺計という毛のは日本の耗言すとまるで産フているとい

うことをnぐつ’く感けこですね。

 ￥うして、統計の二．ヒ．でナよくて最6駐したのは、よそ

の邦’星てや。ているラシ才がイヤホンで’聞二えるんド。

それ。バど之らく感い†二し、 それからナイロンの製、品を見

て、何ドろうと．もフ六二。すイロンで樽1）し†二（は、3カ

月勉秀えに了メソカに行フす二とクτ三’な。

 それで“工S工のニヒは、徒計についての英語が’わから

ナよいせいもありましょ う けれビ毛、報告はすべて統計数

学とい、てもいいけれ．ビも一 Aはとんビすべ・てバ統計紋学

的な二とで’あフて、全くチンプンカンプンで、それが一笑

誇ときていますがら、（笑）ほとんど影響は受けませんて’

し右こね。

三浦  占領下でべ1レンの工S士に才7“ザ’一バ’一て“忠’ら作

るように六よっ†このは、ライス寸んなんかの用干いリですか。

美濃邦 べ1レン行さはライ又†んのあ’か1デで、そして．マ

ッカーナーめ直接のあ1声がかつ。・

三浦 ジョーンズ†んけ司令奔の人ですが。
美濃邦  そうです．私アこちの／ぐス木。一ト・6了メリカ人す～

            23

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



フτ二のでは†よいか。

三テ精 占領下†～カ・ら。

美濃部 〃分、2曲か何かでね一。それでイキ’リスの植瓦

旭の方は通れないんt三’。それビから、南の香老からイン

ドt通る1レートは立乱十しながっすこ。 まずキ スカ に とまアて、

ニューヨークにとまって……。

三賭向こう回りマ
美9農邦 ロンドンにはとよンじず二んです。 セして帰！ノか’’ま

τこ飛行李肇がなくてローマに出て、ロー了から7イ・ノピン

’エアライ／で7イりピンに行フて、そうして帰っす二。

 フイ リピンので二・ラにとまっtこ。 とにかくぽ’く らが民

間一くで一行、†・景初ドっすこらし1ピですね。何ギか険悪で’。

三瀦長目だ，すこでしょうヵ・らね．

美旅邦 艮θゼす。日本が思いことをしほうボいしたこ後

で’しょう。そして大内先生カぐ夜にナよフて釈歩に出、よう、

出ようというんτぎ。いけまゼん、ヤめましょうといった

げれビろ、あのがんこドか亨一ネ看に街にボて、こわがっ

†二ですね。後から間＜と、や、ばリ護衛が見之鴫れにっ

いセい†こそうゼす。そういう印象は非常にいういろあり

ますけれ。ビ毛。

三ラ緒 翌年、昭禾コ25一年に、先生は†フ亨あ・っしゃ・トよ

うに、了メllカに徒計行政の観廉1こ森田†んと厚生省の
曽田†んナよどと一箱‘に・考†かれプこと書いてあるのて“す。

美濃邦  一緒に行っ†二んじ’やナよいです。〃分ぼくは1人

で。

三男宥  別行動ですヵ・。

美濃奔  別行動で’す。

三耕  マれは3ヵ月ぐらいいらし㌃二んですか。
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美濃都3ヵ月。これは了メリカの績計をよく庖残した
で’すよ。毎日、向こうのスタディスティッ7ス・人タン

タ㌧ド・デビジョンにスタッフ∵んの部屋バあフて、そ

こに机を＜れて、朝から、兜まで“みんなと一箱に、別にデ

ィスカッシ；ンするわけビ㌣ないんで、向こう。重要な

虻言ナ差みんすよ翔べるということをやフて、CF工とカ・1労

働耗討とか勉歓して、非常に†こめに1よっす1です．

 げ、何ド1レく．れ†llけ1よ。（実）ご／わずがしかくれ

ナよいんですよ。

奥野 それは向こうがらくれるのゼすか。

美濃邦、向二うか弓＜れf二．そうしてγ月CAの部屋に
と‡フて、バスはナよいし、 シ・†ソーを脊びて、イ町か→←1賞

に辛い目に速つ†1ゼすよ。しかし、3ヵ月非常に乗しヵ・

フtニプよ。

三タ猪 ジ’ヨーンズさんはベレンに一緒にいらしτこでしょ

う。あれは司分邦の人τ三’フすこわけですカ＼。

美濃部 司令部で漣一札でいフてくれす二んです。それでア

メり力11行1て、ジョーンズ寸んに非常にせ誰にびっす・

から倉いτこいといっ†二ら、スタッフ∵んバ方々調べてく

れて・、あそこの役人に1よな。7いナよくて、わざわざ’ず’い

。ザん速くの朔のそばにいるんτ～というので、何ヵ・鳥小屋

一村1いす畝に行1τ二。そし†1ら、そ二にもいながフすこん

ですよ。

三浦 グは足して川いす二ん・ですがね。

美濃却  ビうしτζんですかね。

三精  そのあくる年の昭和4年にニュニデ’1ノーの工∫’工

にいらして、先生は何ヵ・日本の税計行政の二とを報告な

プフト。ぺ一ノドを止すれ†このカ・な。とにがくい1／。
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はメチム†んで……。

美濃洋 へ。一／ぐ一を土し仁んい中十よいですか。

三浦 ユカ7エペいらしtここと6あるで’しょう。いうい

うお・出かけになつ六こんでしょうけ札ビ毛、一番長くは、

いま⑦アメリカの3ヵ月で’すか。    ＼・

美濃音ド え之。あとはほとんど会議汀ごけです。

   国の統計制度と臼形体

三潴 それぐは分段は、者ド矢口争にナよら札でからのあ・話で

すが、†ざんドん生々しいころ。（笑）

 42年年月・・目に都知争になら札す1わけですバ、今慶は

中央て“寸よ＜地方自治体の長にばら斗・し亡こ。統計に関するこ

とを伺うパ“寸バ、しf1がフて、東京秤廠計部のことを

亙じ’てということに材るのが舌しれ。ませんが、措定絞計

制度について、自治体の側から見てと｝ういうふうな閃麦亘

をお感じになつ仁かという二とマ“すれ。がフて挿定律計

立日上蒲’を先生はな†、7いす二けれ・ど毛、 そのカしのとこう

を少し一・・…。

 あれ．はゴ承矢口のよ勺に、徴閃委／壬というので国からぢ

全がいって、地方自治体の稼計課なり紬訂邦バ全額国の

賛同で労働力を従侠してヤブるわけですね。

美濃都  つまつ、補’買力金を6らフマね。．こ・ちかうも少

レは出しますけ化ゼも、 レかレすスがら、大体1二あ・いて岡

に額1ているということは、二の前、！柵に話し11よ
うに、地方の核自の赫玄ナをとるといづことて“なしド、国

の施策の・材料セとるということで、われわれの方勿地ナ

行政の基礎に1よるよゲ雌計をとるんじ’ヤ材い。そうし

て、その役人州ユとんどすべて国⑦補抑度で養われてい
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るということは、孝之ていr二ように非窄によ＜すよ一いとい

うこヒきっくづ’く．啓っrlで’すよ。

 それ昧も与ろん耗訂邦禾の人柄によ1）ますけ札ビも、

ぼくは何にもまして物／硝数のと！けが’、フまリあんは、

国バ貨幣価値＼の制定としてヤるんで、生計責指数として

げ使うべぐで’はない。 その生計責指数というのは地方地

十によって、表京都とか京都府とかという、3、うにとるべ

宇で’ある。 あナよt二に大わってもらう前に孝之マ系定言†音P・辰に

いいフても……。
楽野 斉藤聡さん・。

美蓑邦1れてやら1よいでしょう。よ†1、その部長バあ

麦！けくないからかもしれよせんけれバ。しがしすげ
らその根底には、才レ1よ補’助金で養われているんだから、

美濃部のいうこと左閉く必要はすよいんす～という列粁ちグ

あるんレ’ヤす～いか。そ札で稼訂の人仁らとはぼくはほと

んどフさ合わfよかフす二け札と“も、非常に不揃伏ドブ寸ニマ“

す。そういう気風て“すがら、それで’ポ㍍二に頼んで’、生

計女棺数をつくる。あのとざの祁長は非俸によくて協力

してくれτ1らしいですげれど’も。

三精山ノ上要一という人ですね。
美濃都 そのほかの時期にお1いては、地方行政の基礎材

料となる統計をフ＜るんド、それバわにわれの使命で’あ

る、そういう、1、う1よ気椛は全く†8がフ†1ですね。

三ラ循一 ま市に先生のお1っしゃるように、栢1定采を言†は国の

イ士事の下請でしょ・う。何をやるにも、国に盾フいずこ二．と

乞ヤブては大変なことにナよろという二とを非常に蔵く黒
フ て い†二ん・ですね。 それで 「徒言す。美濃邦ゴ物イ画の美濃

邦・という声が’あるんですけれビ、恐ら＜・美濃却先生は
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統計以外ザとて’’、束末秤1“な†6ニヒが’↓いユどあ111

か÷ド’と．忌う¢で’すバ’、稜討にチをつけられ。るのぽ竜タド

に道かつtこというJ・うけ印承乏いう人けるのです。た

とえば生計貧術数11しても、美濃弁郁舳末期で！よう。
先生カぐがねが’ねお・孝之。にはりびが’らも、徒計部の対応が’

うまく乗らtよか1Iにという二ともあるのて“しょうけれど

毛、ヤブげ’／鮒ナはヵ・／1が’知辛の杜専ビや薄いのでし8

うバ、徒訂都1こ朴ず’がら立ち」二が6萎勢はなか・τ・んで

しょう†よ。「舵言すの美テ農邦ゴ物イ画の美濃邦」 が来τ・から、

・今・度はオレτこちの 時代が’未亡 という、3・うに必ずしむ統計

者3は．思ぺわ材が。す二、 有主的に．胃・わ汀がつ†二。

美。農神  大体にあ1いてあのくら’いの大1ぐい行政のイ士租み

に†よると、いまいわパ1ように、こフちがらと’’うしうこ

うしうということはな4・ナよかいえすよいんで’、下の方から

二つい州題グあるがらとかなんとかという二とで問題
が’ ｣起されて、それははフとけとか、あるいはもフとや
札とか・そういうふうに1よる。†1と之は’’・ゴ坤争とが

ギ’ヤンブレの廃止とが、あるいは老人医療の無料化とが、

ああいうものは下から来†よいで上から竹りまし亡こけれど

毛、上ク・ら中るのは非常に辛労が多くて、政治師に升常

㌦’意味があるという、いヴニとで’㌔’いと、なかなか吋し

ナよいんですよ。

 そういう、壱、にお・いてぼくはいっでも剛1かかゾよか一ら、

2莫月目 1二げ フ て がら、 生計費栢孝之、 物価挿遣之をま ず’ネ刀め

に手がけナよければナよらぬといフて、こういう二とを孝之

て家をつ＜フてくれといっても全くやらないんプご才よ。ま

してや自分の方かゲういうしい材ことを孝之て、どう
でしょうというふうな二とほ全くないですね。それだ’が
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ら、柵助金で養われているということが就計部にあ・いマ

は習い分生いよ1て、石1めがけ†ん村こいになフちゃつて

’一一’一
Z

三推 スホイ1レ†れているんで’すね。

美濃邦 いるんじ’㌣ないがと．苦いますね。

三精 それは先生バ津触な†るのは奔長が課表クラヌード

・と思いますけれど毛、都労連の相合の中て“は、歳計分会

はわリあい左翼師ドからね。

奥野あれは待遇改善に閃するこげから。
三．緒ドから、仁多を鮒て接触する一雑税計課則．こは、

生計費≠旨数にとても生きがいを感ビていτこ人がいましtこ

よ一；夜、超過勤務手当に閃係なく峰峻淑手さん（生計責

指数問題研究会例委員の／人、埼玉穴掌放授）の家に押

しかけτ1！1して。いまで毛、俵で抑バあフす二一ら申します

けれビ毛、紬計局バいまだにあの生計責指数を問題にし

てかみフいてさているんて“す。一橋大の先生立先頭にし

て。それに対い、税訂局が二ういうことを中フている
というふうにご注進してくれt・舳、実は統計邦の人て㎜

すよ∴ういう意味で、先生バ棒しらゲ1のは恐ら／キ

ャップとがキャップ｝次ぐ’らいで、それはますに先生の
お’っしゃフすことち・りす三’と思うのゼすけれと“も、やフげリ／

下から．の、稼計辛務カ・らの盛／1土が！1というのはtこτ二け

ばいるんだけれビも、 材が、†二わけて“すね。

美濃却 プ8がつ†こゼす。

三一精  それで“喫野氏なんかバず’い、ゴんあ・ぜんノ立てをして

くれて、あの生計責桁数がで亨オごんで“すけれども、先一生

の感じられtこのは†舌あリなんという気バしますね。

 ててから、生計貧措散の報告書を虫す前の目には、等
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揃にこういう叙字を虎禾するということを山ゴ耗対局に
手前主棒に行フている。航訂／弓は筒抹げに矢口っていて、

蔭に陽・に犀カはあフすこんギと、誓いますね。いわんヤー・・一一、

美濃邦そういうことは矢ロブていτ1けれビ白、まプ1論争

とやるのはちょフとしんどいからね。

三循 これからわれわれバ順々に川ますけ札と“も。

 そうすると、”少こ札は政清白ラな発言だつ†二と思うん

ですけれ一ど毛、指定糸走計返上蒲・の真意は、 いよ大体あ・言古

しトなっτ1ように、地方耗計課がスホイ1レぐんてし知る

ま汚（こつがフているん・じゃダメドという意味の表現でし
、兵う。

美濃邦地方自治体の統計邦と’1－1う毛のバ精つ力㌧1挿定

統計を国家の梢’助金にお、いてやる、それτこけが／吏命であ

るという、いに孝之ていて、地方住民の幸せパ1あにブ8
るようブよ糸も言ナ色っ＜るのがわれわれのイ士一事・である．という

孝之方を符フ人はあまりいないですね。ヤれほ統計に長
くいtこ人は大体にお・いて、国から来†二指定．稚訂をやると

いう二とτこけヵぐイ士・事である。 それから、よそから人フて

さす二新人は腰かけ†～。早くどこが本丸の方に行きすこいと

いづ、1・うナよ二とて“、邦景とかナよんとがという人が知辛の

ところに来ていういう訴之るということは、ほかの邦中

局には非情にありますけ札ど毛、耗前一邦には。全くない。

ぼ＜バ重い勝を粁ち上げ†せて生計黄一術数をヤ・す；。だ

から、あ札†～けは大体こういう、…、うにげ、ていますとい

うこヒを報告に来まし†。けにビ毛、一般には全く目のイ士

亭たけ皇してい全。

 それは職業安定と同じですよ。あれはやフば／／国が任
命権ヵぐあフセ、者戸が全を分してい・るんですからね。戚末
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安定1㍍というのはと“ういう、1、うにたよっているが、全然1

報告に来仲しけい。まるで’わからナよい。ボから、（ゴくと

大内先生カぐ孝之ていたように、統計も本当ω地方自看体

の耗討、地方住民の幸せにバがる耗計というのけ、ヤ
ブばり禎餓を変之なけ牝はダメド1τ二んゼなということ

をフくブく思フ†こわけで’すれ。

三嚇  もちろん、国レベ1レの徒討はっくらなければ国と

しては必要て｝すがら、それを自活体め就計課乞亙じてや

らせると、いまゲゲよ二とにナよっちヤうで’しょうから、

最削1欠内先生のあ1孝之に1よられたように、国の秘計は

どこ州～レートでフ＜らせて、白1合体歳計測よ本当の

自創奈町二〃統計ξフ／るべきであるということです
か。

美濃却 そ生はいろいろは中り方バあ6でしょう。ぼ＜

と穴内技とは調査も国バやるベポ～、地方にはお・うプ

ナよいで’、ちょうど昨報と同じような形にすべ’ぐであ・る、

それで国の直接的何施策に必要大び統計は、それで寸！かじ

ゃ†よいドろうが1～・らザと重要舳は、宥F民の生活
に関速する紀計で’ある。そういう・鳶味kおいていろい一う

門愚はあり、やっ京バ非常しこむずかしいけ札ビも、身障

者に関する統計であるとか、老■人に関する非常に詳糸囲な

航訂であるとか、つまり、地方住民に密着しすご耗訂とい

うものけすこ＜†んあると思うんで’すよ、ヤれバ／フうや
られていナよい。⊥

三猪 τ二τ～、先生勿在イ壬申の、あ札はイ可期になるのかな、

昭和4年から生計勿・析調査というめを郁バやフでいま．す

でしポう。あれは国め→ブ‘ソフrレ勿追加調査で、国のサン

プ1レ500に、もう女00上乗セしま．し仁ね。ああいうサン
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プレ．数の上乗せをやってドる枠道府県は十数県あるので
すけれと“毛、 昭末口56年窓が，らやグ）にな、仁、戸昏層考1』の家

計調査や生計’資桁数のよう拭、サンブレの上乗せで林＜

て、本当。自治体伸自のものというのはあフても非1帝に

少†5いて“しょうね。せいぜい中弓れるあは、国のサイ7．

1レに上乗せする調査て“す。生計か析調査ドつて、先生の

主張をネた計部が受けてや。たんしゃ†よいの。ばくはそう

．思いますね。間拍が46手ですから。

奥野あれをやっているからいいんだ’という州、糸針
部長の逃一げ口上ドっす二，

三猪 先生バ委員公つくられ。τこのは青藤部長の末期でし

†こがら、ほとん．ビムノ上氏（時イヤで一すよ。

美濃邦しヵ・しいま孝之ると、君†1ちにゃつてもら，仁

生計費棺数がいまやら牝てい†こら、非帯におもしラいん

だグね。

三メ猪  それは「エコノミストJ とヵ＼朝日ナよんかで’、ちょ

こちょこ．いまゴろ取リ上げているんですよ。

美濃邦 それヵ・弓、総評があれのまねをしているんレ’中

十よいの。

三精いや・総評（よ郁と同時並行的にや’1†1。この間も

総評に話しに行フたんですけれど毛、東京都は居下はダ

メに1よっているカ・ら、棉評はぜひ耗けてやる。すニボ、稀

評の家汁調査は年に／回、／0月ギけなんですよ．それか

ら相合車産にお・ろして調査対象左っかまえています。大

ノかやり方は速います。階層判とはいえ．ないのです。げれ

どポあ・あ・むねあの稼でやっている。†こがら、椀評㌣婦

人自体の人は口走間けば、あれを＃ぜやめたがというの

でみんなブニブーいっています。
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24953

美濃邦 中小企哀の家斗をとるというのは釈評で（よして

いないんt三’な。

三楯一 してい行い。やつけイ1欠相合、官公労と民間バヤ

フている。束宋郁・場合は官公は外しよして、互間†～け

でし†1から。しかし、何がの形て’’あれポ実施しτ・い。†1

と之ば、隣の神奈1り県で何とがれノー／・ウを使フてく

れ材いか、材ど、いま孝之ていると二うです。

   国の滴定税計のあり万

三稚 白活体と中央との耗訂御J度にお1ける関係は、大体

以上に尽きますれ。自治体バみずからの統計・をつ＜ら材

けれ・ばダメドというご．とですね。それ一で、先生は攻守所

を巽にしてというか、失い間、指定税計を椎迄する側の

責任者、そして自治体の責イ土着でいらしすこ。㍑バ奥野

君の計算によれば、統計のイ土享にちょうビ12年間ぢ9れ

†1ことに1よるそうです。そ札に都矢口孝もちょうど1・一手間

です。自弟体偵1」の青イ王者として12年間です。指定税計例

厚 その 6のは、 これは しょ うバηい。 あっ て しかるべ’く

で’しょう。

美濃邦 措定統計はあってしかるべさではあるのて㎜すけ

れど竜、精定純計が指定徒計であるカ灯二めには、・師カ

でやらけければいかぬωで’すよ。

三精全邦をね。
美濃部 全部を．。そ牝て“なければ、人に緩んで正確なの

がでさつこナよいんで、そκがで亨†ハブれば委託をして、

その稀計にかかるいういラは責周寸べでを払う。．しか’し

そうナよると、指定統計をやるτ二めに人員バ要りますから、

それをいつでも置い了ち1くわけにいがないし、フラクン
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エー←しますから、どうするか。それは国で孝之るべ一く
である。

三楯調査時・期をずらして、平率化ですね。それはいま

行管でも手をフけていよして、同期が重汀ってはしょう

がすよいので、予率化して、いフで舌平均してイ士辛が流れ

るようにという二とは孝之ているようです。
 仁ド、一番根本は、桟関委イ壬でやるイ士事すごけで、能李

終われりというか、首はいつでも向こうに向い†二ぐりに

ナよる。 自治体の首長がいっがわるかわがシげいというこ

とで、危ナ5くない方をやるという二とにナよるんですね。

美濃弗 前がらい・ているけ牝とも、．労働力調査だフて、

失一’業者というのが変な定義です’か㌻ね。

三瀦 就業構圭でユージエ了1レ・ステータスはやフては

いるんですけれども。

芙族邦 ああいう。ドつて、あ札と速フて本当の失家者
をどういう、〕、うにするが、定義はむず’かしいですけれど’

毛、本当のいわゆる常識的な失業者というものを教える

という二とはあれであるべごド。

三浦  不完全就業のこヒですね。

 紀訂彦の8条による届出．統計。白治停が主に届ける。
・あれはほとんど徒訂基準局長バ受け身で受げイ寸けている。

美ラ農邦 布名無実ド。

三精 I届け出フ放しヒい．うか、届け出汀くても怒ら牝な

いとか。承認純計まtこ同じですθ

美ラ農却  しかし、届出彩毛計というのはぼくは必要ドと思・

うんですよ。 届け土 して 、 ど：一てソ丁がや られて い る が、

その内春を調べるんでは†よ＜て、記録乞し了あ1くという

ドけのため一、 とにか＜届．け出ても㌻ラ。そうすれば、
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正確に日本全国でやられている耗計自司査バ束まる。 セれ

は必要し’㌣ナよいかナよ。

三滑  一番問題は、挿定耗計の間趨ですね。

美濃飾 いうん。～・ら、それの内疹に踏み八ってい

ろいろ意見をいう、ゼういうことはでざやしないですが
らね。

   就計審議会のメンノぐ一。；ついて

三猪それ1・ら、1っ伺い仁いのは、枇言ナ審歳釦孝貢

のメンバーに、ユーヅーでは葎団皇なんか人フています

でしょう、企画庁とが。諸外国では一邦行われているけ
れども、労働租后＼とヵ）浦貢者団体のバ表も入れIるという

ことは、あまり話題にナ8らナよがフ†このでしょうが。先全

の前平の’2年間では。

美濃部あまり問愚にならナよかつナ1。ヒいう二とは競訂

李員会は、6ちうんユーザーがら見てどう二うとい一う問
愚はあるけれハ、生産というか、納言すをど．ういう、1、う

にしてつくるかということが中心、1ξ、ドつナこカ・らしピよい

のカ’ナよ。

三楯  と こうバ、 あれからす“っ と時間バ†・フ てみると、

ユーデーと．いうのは住瓦も八ソよす。それから見ていう

いろ文句をつけてくる。 しかし、労相代表の委員の問題

は全都ノー・にナよって亨ている。

美濃都しがレ、国のとる杭討はいまい一†1ように、国
の政策の基本1こなるわけて“すから、イ土民のユーザ㌧バ主

にぢる系亮計という。）は、やつはリノ地方自治体バ’中心にプよ

ら俗ければいけナ8．い1。

三、考者 そ二に中1Uが置かれるという二とですね。
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美堆部 しかし、兇定に1よ犯す縦体似臼の歳計活動は
はとんど’ゼ’ロスしょう。これはぼくは尺焚は間圭いで’あ

1て、むしザけポ首体の祐計バ主でナよければいけない

んレ’ピよいパよ。いしてそ牝〕ス集して復命重ねて、
国・全体nネ充計にする。              ＼

奥野  アメIノカ式で’すヵ・。

美濃邦  その調整㌣何グは、はがの国の却署でやる。

喫野そういうのは夫濃邦先生が俊の12年、つま／／、知
事の1・年左やられたかいう思わ牝るルで、その立場で

デ…盈見直立れTlか÷ではブよいでしょうか。初めの12
年のときはど’うでしブこが。

美濃耕 ぼくほ、最初η・ら．号つ一でいす二んですよ。

、奥野 そうで’すが。そうすると、思うとあ・りいかプ・よいで’

スゾートしτ二わけですね、稀計委員会バ。税計香員会の

スター・のころは打に、いま問題．にし†・ようすよニヒバ

間題にブよっブニわけですがら。

美濃邦いまいフプ・ようナよ；とを切良に感ビるようにげ

っTこのは、知等・にナよってから右こな。理厘の上がらは大ポ

先生と一大内先生はあるいは犯方異才政写んかヤブてい

†1から、そういうことはよく知フてお・られ†このかもしれ

一ナよいけルど毛、実感ヒしてそう考えるようにナよ。す1のは、

ぽくはやラ1ポリ知辛にナ8ってから才ごナよ。 こ打じじ’やダメずつ’

という二とですね。

   競訂基羊局長時代あれこれ

奥野初め州2年間は先生は、いまからい。†二gあ・老い

ころで寸ね。4！代の初めから川2年間です1・ザですか

ら・ずいぶん前の二とに1ぶつますけれど6、先生のいま、
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よて㌦人生をずフピ～バめてこられて、知辛の時パに次

ぐはどの重みバ、先生にとフての流計のイ士辛の時代には

あフ†こんでけう〃・。

美濃邦 税討委員会反び税計基準局釆をやつ†二というこ

とバ、郁矢口車の12年間を務めあ1あ1せτ二基礎」こナよフている

と、亀いますね。

・三、楯   それ。はビう いう意P未で’しょ う 〃・。

美濃邦6衛ん、学脊から突然都矢口争にはフ†1ら、そ
れは ヒ て も で’くやし六よ いんで、行正吏ヒ㌧、フ て も 、ネ完計委

員公ヒか歳計基羊局というのは一般のね政とはうん一と笠

いますけれビも、それでもとにかく役人で’あフて、いろ

いろなことを学んt三’というが。

三浦宮係租餓をね．。（実）

美濃部  夫ロブて い†・とい う 二 とが非帯に役に立フ†こ。

三猪  それ以前は先1空1よ、役人のせ堺け丘＜ノーゴンタ
クトて’’すヵ・。

美濃都全然。全く。
三句看 何がの委員というニヒもはいですね、戦チ中ブか
ら、

美濃却1よいです。ぼくは、ほとんどジゲすリズムと
学者て“すから。

三浦 弟己全がらの月袴は、束穴の助手くらいのものです
ね。

美濃邦政形といういとタ・／チし†1州、柘計委員含
が初めてで’す．

三潜そ二で行政朴レーニングを受け仁わけですね．
美濃邦  そうそう。

奥野各有とけんがもしす1しね。
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美濃邦  その二ろは君†こら相手ドがら、音亙の役人とは

非1．菅に珪り々・らね。

三戸猪 あのと～は、非1．常に枇舛千な雰岡汽て“しτこものね。

美濃邦い点、は、っ表！／役、〈といういバ最後㍑ば’

くはわヵ・ジよが1τこと、思うな。ばくはあ札ドげ革新．（’’12

年間やったんだ’から、都庁の斗介の人プこちは革新がいい

ものであるという二とがわがって、非’瓦主主義的は政策

ハわ1すこらば少しは枢牝してくれると黒フ†こらば’、枢抗

乞して＼札る、〈はいぼグしザ唯／／で’、あとのはとんど’

全部は、内心ビう．堅フτいるが1よ知らナ～いけれど毛、行
動としては鈴木色・｛、て“し． 謔､。・プごグら、まてリ1面従腹

背ヒはよくい1す1｛だと．迅フ’て、フ1ブく馳）し1こ。

三雄 立．に荷木氏力・ら児れば、何ドまプこ自・分に面従腹背

プと．いかもしれれんね。刈二まτ1革新首表が、忠てウ

llいに官猿1玄有亮でTから、どういう首長が来てもヤ
るで’しょう。

美濃邦  それτごからひっくり遮ると亨う、イ町も枢抗なし

にひっくリi巨＿芒る。

三准 都民生活はノ全然変わリテよいというか。

美濃邦間産いは、革新カ1いいヒ思ってみμト生懸命
ドなっ†こんいや斥くて、都知事のいうことに従うドけ†～
つすこことで’す。

一興野 そうで七ないんですけどね。

三浦先生は、歯バ中いと．思われるから。

奥野  しヵ・し、 まあみんび生活バク・がフていますからね。

やつぱり、月箱㌧もらう手一前。

三循 山ノ上就計邦一長にしても、首をかけてまて｝生計責

精孜を守るというまでに1まいが匂いでしょう。依う、議
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倉でずい、ザん号しい答弁していよしす；。集野んがら都議

倉の議事録もらつT二んですけれど毛。

奥野 それはてうと、先生、工S工⑦会員とか日本徒計

学会勿会員をあ、や州。川ましτこね。

実1師 之え。

奥野／丁で歳計と祷立切フ†1んですか。

美濃邦いまよで税計学会の公貴は、相打1＜プんある
んrごけれども、役所で仏フてくれす二。自力・で忠㈹けれ

ば六よらすよいのて“、自分で全を虫すほどのことはイ丁もナよい。

奥野 まあ、 そうだとは思いよすがね。

美ラ農邦、イ下毛ないものね。 名前だけτご。国際耗訂協会の

会員ですといって、いばう丁～けでしょう。 それでぽくは、・

そん†よことでいばらすよいで毛、いばううと思えば幾らで’

老いばるこヒはあるんだから。

奥野 ちょフとざびしいですけどわ。

美濃都 めんどうく†いんTごよ。為替とかけんとが。こ

のごろはぞういうチ箱はあんどうくぐくなくアよフすこけれ

ど毛。首は、そういケことでごプ’います。
三精 以上一で、大体伺い仁いことは一、あ1伺いしrこのて…す。

美濃邦 いフでもま†こどうぞ二

奥野  これ†～けわから六よかっ仁のですけれど舌、位藤正

大†ん、バ、ム中ぐんが死ん†ゴ後、競訂委員倉に来ましτ二

ね、き城県から。そω虹のところはわ九われ全然わから

ナよいんですけれども、あれはどういういざ†つですか。

美濃御）さんが専務局長をやってお・られて、ム中マんが木。

ユッーヒ尼んで。

三カ宥 後藤†んには殖倉は反対しアこんです。

奥野  一応、内寮ざんがかわりをやフ丁このでしすくか、
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三、精宮城県n、耗計課長ゴワTlてしょう、佼蘇寸んは。
美濃邦てれて“†ゴ。

喫野 それで何で促膝すんガ未了こんですカ＼。

三精 正木さんとの関係ですハ。

奥野 だれか〆口布之とヵ・何かぞういうのバびけれ〆、

中央官庁の課長に・というのは…・一・。十葉三郎氏のひ、今は

ん・でしょうハ。

美濃邦あれはばくバ峠んで～んですよ。

三列首 ヤのいプ†フを思い土し仁ら、閉がしてくブ†い。

美濃邦ハしτ1かナよ一変膝すんに間いて／ブぐい。

三潴 やつ1ポ！／先生は、非情に有能τ～と認めら札す二んで

すね。

美濃邦思1プこ。本当にそう鳥フτ1ゼすね。つ、い！、宮

城県⑦就計課長をして、非常にぼ＜のいう二とを拳々脈

膚して、就訂について特に禄心であフでこですか9ね。ぼ
くの方から較んで来てもらフ†こんいヤナよい・）かプよ。

三権 あれは別に穴内先生ゼや右8いですね。

美濃邦大内先生げや†8い。穴内え生は知ら†8いです。

奥野山中ぐんが亡くはられる寸前に、宮城県にいる俊
豚正大プんに何かについて相談しτこいんガ’けれビ毛、上

京しτこと亨1二ぜひ一等。てくれという手紙乞土している。

俊蘇すんバその手秀氏を辛寄フていすこはす“ナよんですバ、探し

て外すこけど、館局見つかソすよいんで寸よ。ば＜がム中ブ

んハ遺稿集を補集するけに徒療㍍に閉いア1ら、そん

ぴ二とをいフていましτこ。 そん十よつご合いぽあ7たらし

いんで’す。それについて美濃邦先生も、あれはでざると

いう二とをゴ存じドっ†こんでしょう。

三猪内藤糾んはどうして舵汁委員底に来られ亡1ので
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す1・戸京宥／尺1掌の戒律数で、束宋秤の役人も灯フて

い仁んですね。

奥野 あんけ、有沢ごんかナよんがの関係じ’や行いかプよ。

三ラ猪 有沢†んの牧之を受けていすこわけじ’やナよい。内添

寸んは京大の法学部左身で’すパら．。

美濃邦  いや、有沢肩一の関イ糸ドよ。

奥野内藤†んは束尺で講義したんですよ、棟計委員会

に入る祈に。ぼ＜はそれ左間いたことがある。狩別講義

バあ／ダまして、臨時の溝萩をやフ†こんです。3ヵ月ぐら

いがな、姐に／遍くらい。程清政策が何1・。

三瀬 内1膝さんは亡く〃フすこんて’’すけれ。ビ’ち、先生がら

見て、大変熱心な人でしたφ・。ぼ＜らとのフ3合いもよ
かフすこし。

美濃邦  そうですね。

三硝一 やバて来たに行かれ仁けれども。

美濃邦 何よ1いいい二とは、あの人は正直クフすご・。

三浦苛上さんとか内海氏ヒか、満鉄の閃係者がいす1で
しょう。後藤憲章ぐんもちょフといまレ／二ね。

美濃邦・依藤憲章ブんはいいで’すよ。あれは定務家とし

てね。

三浦 もとは満州関係とい之ば’、ほとんど一滴欽なんです
ね。

美濃ザ河！評価レていいのがわがい川ば柾㍑†～．
三身者一 二の間、 久し、サリにお1倉いにな，で＝んでしょう。

美濃邦久し、川でね。俵にっいてい気る二とは、競訂
し二はあまり．興紬持、ていなかつ十二のではないがとい．う

ことドううね。

三精  あ．の人は東たの彦1粁戊ですヵ・ら。椀計玖をつくる
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とぐ．には、森一街ぐんなんかと…一・・。

奥野 木〔ブんは、いち早之耗言ナ法の。本を土しよしてね；

三戸清 大体以・上のようナよとこうでしょうか。

芙旅部 あとは、同し’束宋だからいフでも来てくτ～†い。

三カ者、喫野  どうも長崎間ありがとうゴざい弐して：。

美濃邦亮畜氏鯵歴

明石37年（19o斗年）2月5’日 東京に生まれる。

昭和2  索京帝国た学葎紬却申案。同助禾
・ク   ズ政穴学教授。

・・1   毎日新開社論説委員。
〃21     宇守律会社登理香員含委員。

〃2に 12・28 就計季貞含委員孝同委鼻倉卒務局長。

・斗  ．宋末放有本学菰授を．兼／仁

・ 27、 旨． j 行双管理庁税計基準都長。

／．32．曾．1  ・ 税計基準局長。

・3斗．1，30  1   ・  星官。
        東京教育大学教授を専任。

リ2．斗．23豪京都矢口争（～5手．4まで3期在任）

〃56．6   参議院謙頁。
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